
木津川運動公園（北側区域）
公園の概要、方向性について

１．計画地及び周辺の概要
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１．計画地及び周辺の概要

１．計画地及び周辺の概要

１．１ 木津川運動公園の周辺状況

2

①京都府立山城総合運動公園
所在 宇治市広野町
面積 92.3ha
施設 陸上競技場、体育館、プール

球技場、野球場、弓道場 等
②城陽市総合運動公園
所在 城陽市寺田奥山
面積 16ha
施設 体育館、野球場、多目的広場

テニスコート等
③京都府立府民スポーツ広場
所在 久世郡久御山町
面積 9.7ha
施設 グラウンド、自由広場

②城陽市総合運動公園

近鉄京都線

長池駅

寺田駅

府立木津川運動公園
（北側区域）

府立木津川運動公園
（南側区域）

ＪＲ奈良線

①府立山城総合運動公園

宇治市植物公園 ③府立府民スポーツ広場
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１．計画地及び周辺の概要
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• 2002年ワールドカップが開催できる運動公園として都
市計画決定
⇒日韓合同開催等の関係もあり会場候補地から落選

平成７(1995)年度

平成１５(2003)年６月～平成１６(2004)年３月

• 整備計画の見直しを行うため、平成15年6月に有識者
や地元関係者等による「整備計画検討委員会」を設置
⇒平成16年3月に上記委員会の提言を受け、現計画を
策定

平成２６(2014)年３月 • 南側区域を先行して整備を進め、平成26年3月に
10.9haを供用開始

現在 • 南側区域は大芝生広場、ファミリー広場、ちびっこ広
場等が整備され、年間約10万人が利用

１．２ 木津川運動公園公園整備の経緯



１．計画地及び周辺の概要
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１．３ 現計画（提言）の概要

① ④

① ② ③

③

② ③

② ③

③

整備方針イメージ図（参考）＜平成16年3月提言＞基本的
な方向
性

 山砂利採取跡地の
自然再生と緑豊かな
公園

 計画から整備、管理
運営まで府民参画
により府民が育てる
公園

空間利
用の考
え方

① 子どもからお年寄り
まで幅広い府民が
気軽にスポーツを
楽しめる公園

② 多様なレクリエー
ションニーズに応え、
交流の輪が広がる
公園

③ 多くの利用者で賑
わい、地域の振興
に寄与する魅力あ
ふれる公園

④ 安心・安全を確保す
る広域的な防災の
機能を持つ公園

※①～④は「空間利用の考え方」
出典：「木津川右岸運動公園（仮称）整備計画策定に向けた提言」（木津川右岸運動公園（仮称）整備計画検討委員会,平成16年3月）



 南側区域は、幅広い世代が利用できるレクリエーションの場として整備
 公園内施設及び駐車場は、無料
 指定管理者制度による公園管理
 城陽市が指定避難場所に指定
 平成30年度年間利用者数：105,753人

１．計画地及び周辺の概要
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１．４ 現地の状況（南側区域）
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木津川運動公園公園利用者数（人）

増 加

約２ヘクタールの大芝生広場 大型遊具（ｻﾞｲﾙｸﾗｲﾐﾝｸﾞ）

利用料収入 指定管理料 運営経費計

山城総合運動公園 1,274,505 141 273 414

府民スポーツ広場 103,969 46 236 282

伏見港公園 278,864 311 171 481

丹波自然運動公園 608,197 99 379 478

けいはんな記念公園 611,431 22 170 192

木津川運動公園 105,753 0 543 543

平成３０年度の公園運営状況

利用者数
(人）

利用者一人あたり（円/人）

供用面積

10.9ha

2.5ha



１．計画地及び周辺の概要
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１．５ 府民参画による自然再生への取り組み（南側区域）

 府がボランティア募集を行い、平成18年度より「森づくりグループ」が活動開始
 平成19年度より苗木の育て親活動（苗木育成、植樹、環境学習等）開始
 開園と同時に、 「森づくりグループ」による「森守クラブ城陽」設立
 現在の会員は約50人で、月4回程度の活動
 令和元年９月までにおよそ１万本の植樹（内、平成30年度植樹418本）

参画・再生の森、公園外周部【面積：約5.2ha（一部未開園）】
山城地域の里山風景の再生を目指し、府民参画により地域で採取した種から育てた

木を植える森づくり活動を行い、森を楽しみ、自然観察や環境学習ができるエリア



２．木津川運動公園を取り巻く状況の変化
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• 平成16年3月の計画見直し以降、新名神高速道路（令和5(2023)年度供用予定）等の
道路計画が進展。計画地周辺に城陽スマートIC（仮称）が整備。

• アウトレットモールを始め、東部丘陵地長池地区における土地利用計画が具体化。

２．木津川運動公園を取り巻く状況の変化

２．１ 道路計画の進展、新たな土地利用計画の具体化



２．木津川運動公園を取り巻く状況の変化

8

２．２ 関連計画
城陽市東部丘陵地整備計画【見直し版】（H28.5）

第Ⅰ期

第Ⅱ期 第Ⅲ期

計画地（北側区域）

計画地（北側区域） 計画地（北側区域）

出典：「城陽市東部丘陵地整備計画【見直し版】」（城陽市,平成28年5月）

＜東部丘陵地の期別方針＞



２．木津川運動公園を取り巻く状況の変化

２．３ 上位計画
京都府総合計画（R1.10）



２．木津川運動公園を取り巻く状況の変化
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２．４ 人口減少・少子化、超高齢化社会の深化

2015年現在 2035年（20年後） 2035/2015年

人口 割合 人口 割合 倍率

総数 2,610,353人 100% 2,338,843人 100% 89.6%

0～14歳 315,555人 12.1% 238,908人 10.2% 75.7%

15～64歳 1,575,849人 60.4% 1,322,507人 56.5% 83.9%

65歳以上 718,949人 27.5% 777,428人 33.2% 108.1%

京都府の人口推移・推計

京都府の将来人口割合

• 現在（2015年現在）も京都府
の高齢化率は27.5％と、「超
高齢社会（高齢化率21％以
上）」と定義され、さらに20
年後は33％となる。

• 超高齢社会では医療福祉分野
の課題が大きくなり、特に要
介護者の急増が見込まれる。

• 年少人口は現在の3/4に減少。
子育て支援が重要な課題とな
る。

出典：「京都府ビジョン」（京都府,平成27年10月）

出典：「日本の地域別将来推計人口」（国立社会保障・人口問題研究所,平成30年12月25日）
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49.6%

38.3%

36.9%
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0% 20% 40% 60% 80%

子どもを遊ばせる場や機会の提供
一時預かりの実施

病児保育・病後児保育サービス
子育て支援に関する情報提供
育児の不安や悩みの相談窓口

親のリフレッシュの場や機会の提供
初産対象の講座や育児体験

ｻｰｳﾙ活動やﾈｯﾄﾜｰｸづくり支援
学習や幼児教育のプログラム提供

子育て勉強会
父親対象の育児講習・育児相談

その他
特にない
無回答

充実を希望する子育て支援サービス

２．木津川運動公園を取り巻く状況の変化

11

２．５ 子育て支援や健康長寿に関する府民ニーズ

出典：「京都府少子化要因実態調査報告書」（京都府,平成27年3月）

• 20～44歳京都府民に対する調査（2014年
京都府少子化要因実態調査）では、子育て
支援サービス充実の希望として、「子ども
を遊ばせる場や機会の提供」が58.6％と最
も多い。

「子どもの遊び場」が求められている

出典：「平成30年度健康長寿・ﾃﾞｰﾀﾍﾙｽ推進ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ報告書」
（京都府,平成31年3月）

健康寿命の延伸対策が求められている

• 平均寿命の全国順位は上位だが健康寿命は
低位にあることから、全国的に見ても要介
護期間が長く、健康寿命の延伸対策が求め
られている。



２．木津川運動公園を取り巻く状況の変化
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２．６ 南側区域と北側区域の機能分担

２．７ 北側区域の公園づくりの方向性案

南側区域
・府民参画により、府民が育てる公園
・大芝生広場を中心とした、幅広い世代が利用できるレクリエーションの場

北側区域
・新たなまちづくりが進められようとしている東部丘陵地区の玄関口として、
地域、広域交流を図る公園
・人口減少・少子高齢化の進行に対応し、新たな利活用に対応した公園
・公園全体の維持管理費の負担軽減を図る、高度な施設配置
・企業スポーツと地域の交流

府民の子育てと健康長寿に寄与する公園
新名神高速道路のスマートインターチェンジや国内最大級規模のアウトレッ
トモールに近接する地理的優位性を、賑わいや地域振興に活かした公園

山砂利採取跡地の緑の機能回復と緑を生かした公園



３．計画地の状況と基本造成計画案
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2018年11月27日撮影

開園済

３．計画地の状況と基本造成計画案

３．１ 現地の状況（航空写真）

24

長池駅

木津川運動公園⇔アウトレットモール
約800m

長池駅⇔木津川運動公園
約900m



３．計画地の状況と基本造成計画案
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３．２ 敷地の特徴

• 北側区域は、敷地内の高低差が大きく、南側と北側では最大20ｍ程度の
高低差がある。

• 山砂利採取後に埋戻しを行っているため、地盤の強度が弱く、重量構造
物などを建設することができない。

木津川運動公園（北側区域）の地盤状況
公園主軸断面

40m埋戻し土

北→←南



３．計画地の状況と基本造成計画案
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３．３ 主要園路・調整池イメージ（北側区域）

至名古屋

至大阪

新名神高速道路
高架橋

高低差約20m

東部丘陵線

主要園路イメージ

調整池①イメージ

調整池②イメージ



４．都市公園の整備・運営に係る最近の動向

16

４．１ 都市公園での民間活力の導入

４．都市公園の整備・運営に係る最近の動向

• 都市公園の活性化や魅力の向上、持続的な施設整備・更新を進めていくため、
公共の資金だけでなく、民間の資金を活用することが必要。

• 民間活力導入は公募によって募集。事前にサウンディング（官と民が直接対
話し意見交換・提案を行う）を実施するケースが多い。

４．２ 民間活力導入によるメリット

• 公園管理者のメリット：財政負担の軽減、公園サービスレベルの向上
• 民間事業者のメリット：長期的視野での投資・経営が可能、収益向上にも

つながる質の高い空間の創出
• 公園利用者のメリット：サービスが充実、公園の利便性、快適性等の向上

全国の多くの都市公園で民間活力を用いた公民連携事業が推進
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上位・関連計画

木津川右岸運動公園（仮称）
整備計画に対する提言
（平成16年3月）

計画地（北側区域）の事業の必要性

京都府内の都市公園の整備状況が7.7㎡/人（京
都市含む）であり、目標（10㎡/人）を未達

現計画（H16.3提言）より当該事業を取り巻く状況の変化、都市公園法の改正など踏まえ、
公園機能の見直しや新たな事業スキーム（公民連携）の可能性検討が必要。

木津川運動公園（北側区域）の計画見直し

第４次城陽市総合計画
（平成29年7月）

・人口減少・少子化社会

・超高齢化社会

・公園利用者ﾆｰｽﾞの多様化

・情報技術の進展

社会情勢の変化

・新名神高速道路（令和５
年度供用）等の道路計画が
進展

・アウトレットモールを始め、
東部丘陵地における土地
利用計画が具体化

国・京都府法令
都市公園法等の改正
（平成29年）

Park-PFI制度の創設等

京都府都市公園法に基づく
都市公園の設置等の基準に

関する条例
目標：公園面積10㎡/人

城陽市都市計画マスタープラ
ン（平成30年5月）

５．課題の整理

５．課題の整理

城陽市東部丘陵地整備計画
【見直し版】（平成28年5月）

周辺の土地利用計画
の進展や変化

北側区域（約19ha）のうち、約15.5haの用地を取
得済であり、公的財産の有効活用が必要

山砂利採取跡地（荒廃地）における緑の機能回
復が必要

京都府総合計画
（令和元年10月）
京都府総合計画
地域振興計画
（令和元年10月）
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６．木津川運動公園（北側区域）の方向性案

６．木津川運動公園（北側区域）の方向性案

 府民の子育てと健康長寿に寄与する公園

 新名神高速道路のスマートインターチェンジや国内最大級規模のアウ
トレットモールに近接する地理的優位性を、賑わいや地域振興に活か
した公園

 山砂利採取跡地の緑の機能回復と緑を生かした公園

 民間企業との連携により、整備・運営の効率化、質の高いサービスの
提供、ニーズの変化に柔軟に対応できる公園


